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鳥インフルエンザの防疫について

いて」をもとに、次のことを子どもたちに

① 野鳥等の死骸やフン等には

② 弱っている野鳥へ近づかないこと

③ 野鳥等の死骸を見つけたら

他 ・フン等に触ってしまったら

・野鳥にエサをやらないこと

※お子さんから話があった場合は

直通電話：019-629
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【1 月 1６日 始業式の校長の話】※全文は「https://oide-blog.jp」にて掲載

長い冬休みが終わり、こうしてみんなで集まって、生出小学校最後の３学期の始業式ができることを幸せに感じ

ています。生出小学校で学ぶことができる最後の３学期は、41 日しかありません。短い３学期に、皆さんに頑張

ってほしいことが大きく二つあります。

一つ目、今学期も、自分のめあて、目標をしっかりと立て、よいスタートを切ることです。毎日の学習や生活、

運動、自分の仕事に真剣に取り組み、この生出小学校で、できることを増やしてほしいです。

二つ目、今年度の１学期、２学期で成果をあげてきた、全校遊び、縦割り清掃、全校給食、全校体育や全校での

集会活動など、みんなで行う活動や学習の時間を大切にすることです。学級を越えた、他の人とも一緒に関わり合

いながら、仕事や活動、学習をすることで、他の人と関わり合う力、お互いをわかり合い、気遣い、楽しさや喜び

も、時にはうまくいかない残念な気持ちやもどかしさ、悲しみも、みんなで分かち合う力、上の学年の人たちが下

の学年の人たちを引っ張る力、心を一つにして物事に取り組む力、悩んでいる人に寄り添い、困っている人を支え

る力を高めてほしいです。 （中略）

学年、学級を超え、一人一人が他の人と関わり合いをもつことを大切にし、他の人の見方、考え方、やり方のよ

さを自分の中に取り入れ、自分の見方や考え方を深め、広げてほしいのです。関わり合うことで、他の人のよさか

ら刺激を受け、皆さん一人一人の考え方、仕事の仕方や行動の仕方、学び方をよりよくしてほしいのです。人と関

わり合いながら、自分の力をより高め、学級の集団の力を、学校全体の集団の力をより高めるように、つなげてほ

しいです。閉校の年度、最後の生出っ子となる１７名の皆さんには、この学校文化の灯を灯し続けてほしいのです。

そして、そのことが、３年生、４年生、５年生の皆さんが、４月に、大勢の子どもが関わり合いながら学ぶ、統

合先の渋民小学校で次の学年へ進級し、また、６年生も多くの生徒が関わり合いながら学ぶ渋民中学校へ進学し、

さらに高いレベルの学習や生活をするときの、大きな大きな準備となります。

皆さんの生出小学校は、まもなく閉校の日を迎えます。４月からは、４年前から交流学習に行っている渋民小学

校に統合します。皆さんの生出小学校ができてから、７６年がたちました。生出小学校になる前の、渋民尋常高等

小学校生出分教室ができてからで数えると、１１８年の長い年月、この小学校は皆さんを守り育ててきました。１

７名の皆さん一人一人が、地域の方々から大切にされ、学校と地域の方々が一緒なってつくりあげてきた、この生

出小学校で学ぶ、最後の子どもです。３月１５日には、これまでお世話になった多くの方々をお招きし、午前中に

は「生出小学校閉校式典」を行い、午後には「思い出を語る会」を開催します。皆さんの発表場面もあります。そ

の日が、皆さんが生出小で学ぶ最後の日となります。

一日一日を大切に、学校での一時間一時間の学習、行事などへの取組、生活、仕事、遊び時間、他の人と関わり

合う時間を大切に過ごしてほしいです。最後の学期も、先生たち、学校の職員全員が皆さんを支えます。（後略）

2 学期末の学校経営アンケート結果（「まなびフェスト」の振返り含む）」では、学校の取組について、
概ね良好と高い評価をいただいております。これは、子どもたちの努力はもちろんですが、地域の皆様
のご支援と、ご家庭の方々の日々の声がけなどの取組があったからこそだと感じております。このよう
な日々のご支援や取組、落ち着いた生活が、順調な 3 学期のスタートにつながっていることに深く感謝
申し上げます。

≪保護者の皆様から≫

①「生出小の教育のよさや特色」
【小規模校の利点】

・一人一人苦手なところをできるまでみてくれる
・個々に目が行き届いている
・小規模ならではのきめ細かい指導
・人数が少ないため、一人一人に目をかけてもらえるところがありがたいです

【生活・総合学習】
・地域のことについて調べたり学んだりする機会があり、発信できること
・総合学習に取り組める環境があること
・総合学習を通じて、地域の方や大学生と生出を感じて考える、そして学習したことを心に残して

成長していく環境づくりがすばらしいと思います

②学校として取り組んでほしいこと「まなびフェスト」に取り上げてほしいこと等がありましたなら
ご意見をお聞かせください
・現状で満足しております

③お子さんの学校生活でご心配なことや、学校への要望等ありましたならお書きください
・いつも気にしてくださり、大変ありがとうございます
・自分の意見を伝えられるように、自信をもってほしい
・いろいろ相談できる担当の方がいないので、話したくても話せない
・今年度で最後になってしまい、本当に残念です

≪今後の課題となること≫

「自分の長所が言える」 「早寝・早起き・朝ご飯」 「マラソン・縄跳び」

「家庭学習の時間とメディア視聴時間」 「言葉遣い（にこにこ言葉を使う）」

※ 今後も学校と家庭、地域とで連携した取組をお願いいたします。

※心配事等ございましたなら、ささ
いなこととは思わずに、校長、校内
主幹はじめ、教職員に、お気軽にご
相談願います。

※結果についての資料は、

2/19 の PTA 全体会で配

布いたします。


